
 

 

第１回岡山県ＳＴＥＡＭ教育研究推進委員会 要項 

 

 

令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ８ 日 （ 水 ） 

１ ５ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０ 

岡山県庁西庁舎３階教育委員室 

（対面・WEB のハイブリッド開催） 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

（１）岡山県のＳＴＥＡＭ教育の理念・方向性等について 

 

  ア 論点等説明（事務局から） 

 

 

イ 協議・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

 

 

３ 諸連絡 

 

 

４ 閉会 

 

 

次回：第２回岡山県ＳＴＥＡＭ教育研究推進委員会 

令和７年６月２５日（水）15:00～17:00 岡山県庁西庁舎３階教育委員室 

（対面・WEB のハイブリッド開催） 

 



岡山県ＳＴＥＡＭ教育研究推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 本県におけるＳＴＥＡＭ教育の一層の推進に資するため、岡山県ＳＴＥＡＭ教育 

研究推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次の事項について研究する。 

（１） 本県のＳＴＥＡＭ教育の理念・方向性に関する事項 

 （２）本県のＳＴＥＡＭ教育の研修・教材等に関する事項 

  （３）その他本県のＳＴＥＡＭ教育の推進に必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員１５名以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験者、企業関係者、学校関係者等の中から教育長が委嘱し、又は任命

する。 

３ 委員の任期は、令和８年３月３１日までとする。ただし、特別の事情があるときは、

各委員の承諾を得て、任期を延長することができる。 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長１名、副委員長１名を置き、委員の中から互選する。 

２  委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長とな

る。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に招き、意見の開陳又は

説明を求めることができる。 

３ 会議は、公開とする。ただし、委員長が必要と認めるときは、非公開とすることがで

きる。 

 （事務局） 

第６条 委員会の庶務は、岡山県教育庁高校教育課において処理する。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

 

    附 則 

（施行期日） 



 １ この要綱は、令和７年５月１日から施行する。 

    （経過措置） 

 ２ この要綱の施行後、最初に開かれる委員会の会議は、第５条第１項の規定にかかわ 

らず、教育長が招集する。               



（敬称略）

区　　分 氏　　名 所　属　・　役　職　等 備考

大 学 天 野
あ ま の

憲
のり

樹
き

ノートルダム清心女子大学・教授

稲 田
い な だ

佳 彦
よ し ひ こ

岡山大学・教授

髙 橋
た か は し

亮
あき

雄
お

岡山理科大学・教授

林
はやし

透
とおる

金沢大学・教授

宮 下
み や し た

卓 也
た く や

津山工業高等専門学校・教授

企 業 藤 原
ふ じ わ ら

加 奈
か な

（株）フジワラテクノアート・副社長

山 下
や ま し た

真 司
し ん じ

ベネッセ教育総合研究所・主席研究員

関 係 団 体 浦 嶋
う ら し ま

將 年
ま さ と し 一般社団法人

学びのｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ・理事長

鹿 野
か の

利
と し

春
はる 一般社団法人

デジタル人材共創連盟・代表理事

安 東
あ ん ど う

幸
さち

恵
え

岡山県産業労働部産業振興課・総括参事

学 校 甲 本
こ う も と

龍 平
り ゅ う へ い スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

県立岡山一宮高等学校・校長

平 野
ひ ら の

わ か ば
ＤＸハイスクール
県立倉敷南高等学校・校長

河 本
こ う も と

裕 次 郎
ゆ う じ ろ う スマート専門高校

県立岡山工業高等学校・校長

以上１３名

岡山県STEAM教育研究推進委員会　委員名簿　



岡山県のSTEAM教育とは

各教科等に

おける探究的な

学習活動

総合的な

探究の時間等
を中心とした
探究活動

地域社会

との連携

実社会で
新たな価値を
創造する力

文理の枠を超えた

カリキュラム
マネジメントの充実

デジタル等成長分野を支える人材の育成

卒業生の活躍・岡山への貢献

キャリア形成・キャリア発達

・収束思考（STEM）と拡散思考（A）を意識的に往還

・“Ａ” を【Art】【liberal-Arts】を含め【Action】(創造的行動)と捉える

Science
理科

Engi
-neering
工学

Tech
-nology
技術

Mathe
-matics
数学

Action
実践・行動

夢育
PBL

Arts 
(liberal-Art)

芸術
リベラルアーツ

各教科等の学びを基盤とし、教科の枠にとらわれず、知識・技能や体験等を

横断的に結びつけることで、課題の発見・解決や実社会で新たな価値を創造する資質・能力を身に付ける

進化
統合

岡山型STEAM教育（案）



















高
校
生

セ
ミ
ナ
ー
・
発
表
会

成果発表会
高校生夢育PBLフォーラム

デジタル人材育成セミナー
【委託】60～100名程度

岡
山
県
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

研
究
推
進
委
員
会

第３回第１回 第２回 第４回

教
員
研
修

研修③ 【委託】
探究活動における
指導力向上

デジタル

探究

研修④
教育課程研究協議会

STEAM教育を踏まえた

授業改善
（SSHの成果活用）

研修② STEAM要素を踏まえた授業の実践

カリキュラム・マネジメントの実施

３月２月１月１２月11月１０月９月８月７月６月５月４月

域内横断的な取組によるデジタル人材の育成

研究推進委員会の趣旨説明
県教委から『岡山型STEAM教育』について提案

↓
『岡山型STEAM教育』について、方針決定

高大接続の観点から議論

PBL（探究活動）の現状を把握
↓

PBLにおけるSTEAM教育の視点か
らの伴走支援について議論

これまでの議論 ＋ 成果発表会

↓

岡山型STEAM教育の設定 / ポンチ絵作成

企画・立案

岡山型STEAM教育について検証
（デジタル・探究）

共
有

共
有

情報提供

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
さ
ら
な
る
深
化

全校へ教材等を配付

反
映

サ
ポ
ー
ト

★各校へのサポート 【委託】

全校で活用する教材動画（３本）・パンフレットの作成 【委託】

生徒の資質能力育成に資する生成ＡＩの活用法

教育課程研究協議会

定期的なサポート及び情報提供（全体・個別）

連絡協議会 【委託】
各校の取組を共有
各事業全体の深化

研修① 【委託】

岡山県の取組 STEAM教育事業スケジュール（案）



『夢育』推進のイメージ

変化の激しい予測困難な時代を生きていく今の子どもたちが、夢や目標
を見つけ、それを「学びの原動力（エンジン）」として、主体的に学びながら
挑戦し続けられるよう、『夢育』では、

《イメージ》

Ⅰ 地域社会とのつながりの中で将来を見通す

● 「生きる力」とあわせて「自分を高める力」を重点とする非認知能力の育成

・ 子どもたちに身に付けさせる具体的な力（４つの非認知能力を含む）を設定し、
それらを教育活動の中で計画的に見取り、フィードバックしながら、その
好ましい行動を強化

● 意欲的に学び、行動、発信できる場の充実

・ 総合的な学習（探究）の時間等での課題解決型学習、プロジェクト型学習
（ふるさと学習や地域学など）の実施、その成果を発表・発信する場の充実
・ 職場見学、職場体験、インターンシップの充実
・ 各種コンテストやチャレンジへの参加促進
・ 体験活動の充実

● 夢や目標を意識し、その活動を振り返り、そして自らの変容や成長、将来の
生き方を考える場の設定

・ 特別活動等でのおかやまキャリアパスポートの効果的な活用

● 学校・家庭・地域の連携促進

・ コミュニティ・スクール（※2）と地域学校協働活動の一体的な推進
（※2）学校運営協議会を設置した学校のこと

Ⅱ 夢や目標を見つけ、挑戦する力を養う

≪ⅠとⅡの取組の好循環≫

Ⅰ 子どもたちが地域社会とのつながりの中で将来
を見通せるよう、夢や目標を見つけ挑戦する場を
意図的・計画的に設定するとともに、この際、
学校・家庭・地域が協力して取り組むため、地域
連携を一層促進

Ⅱ 夢や目標を見つけ挑戦する力を養うため、
「生きる力」（知・徳・体のバランスのとれた力）とあわせ
て、「自分を高める力」を重点とする４つの非認知
能力（※1）を育成 （※1）自分を高める力、自分と向き合う

力、他者とつながる力、地域とつながる力



参考資料（他県事例等）リンク 

 

 文部科学省初等中等教育局教育課程課 
https://www.mext.go.jp/content/20240401-mxt_kyouiku01-000016477.pdf 

 兵庫県教育委員会 
https://www.hyogo-c.ed.jp/~steam/assets/pdf/ 

STEAM%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88.pdf 

 群馬県教育委員会 
https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/2683 

 加賀市教育委員会 
https://www.city.kaga.ishikawa.jp/material/files/group/20/kaga_STEAM_leaf.pdf 

 さいたま市教育委員会 
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/kyoiku_innovation/manabi_tankyuka_wg/pdf/002_s03_00.pdf 

 大分県教育委員会 
https://oitasteam.jp/wp2023-2/wp-content/themes/oita/data/leaflet2023.pdf 

 愛媛県教育委員会 
https://ehime-c.esnet.ed.jp/soumu/kouhouehime/04kouhou_214/shinki/shinki_02.pdf 

 岡山県教育委員会 

 ＰＢＬガイドブック（高校版） https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/778524_7237440_misc.pdf 

 岡山型ＰＢＬガイドブック https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/842452_7983693_misc.pdf 

https://www.mext.go.jp/content/20240401-mxt_kyouiku01-000016477.pdf
https://www.hyogo-c.ed.jp/~steam/assets/pdf/STEAM%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88.pdf
https://www.hyogo-c.ed.jp/~steam/assets/pdf/STEAM%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88.pdf
https://gunma-boe.gsn.ed.jp/wysiwyg/file/download/506/2683
https://www.city.kaga.ishikawa.jp/material/files/group/20/kaga_STEAM_leaf.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shomu_ryutsu/kyoiku_innovation/manabi_tankyuka_wg/pdf/002_s03_00.pdf
https://oitasteam.jp/wp2023-2/wp-content/themes/oita/data/leaflet2023.pdf
https://ehime-c.esnet.ed.jp/soumu/kouhouehime/04kouhou_214/shinki/shinki_02.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/778524_7237440_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/842452_7983693_misc.pdf

